
＜施策の進捗を測るものさし（指標）　～　第２次臼杵市総合計画　後期基本計画＞

単位 R1 Ｒ2 Ｒ3 R4 R5 Ｒ6

目標 1,311 1,551 1,801 2,061 2,331

実績 1,116 1,347 1,573 1,784 2,030

達成率 ％ 102.8% 101.4% 99.1% 98.5%

目標 33 35 37 39 41

実績 29 19 21 20 19

達成率 ％ 57.6% 60.0% 54.1% 48.7%

目標 165 200 235 270 305

実績 126 172 221 263 301

達成率 ％ 104.2% 110.5% 111.9% 111.5%

目標 10 20 30 40 50

実績 5 5 3 10 11

達成率 ％ 50.0% 15.0% 33.3% 27.5%

目標 146 176 206 236 266

実績 199 288 333 361 367

達成率 ％ 179.3% 189.2% 175.2% 155.5%

目標

実績

達成率 ％

目標

実績

達成率 ％

＜市民意識調査結果　R6実施結果＞

まちづくりの
目標

地域の輪で心がかよい、市民が集うまち（地域の絆） 施策の方針 臼杵に魅かれ暮らす人を増やす

５年後の
めざす姿

人口減少と少子高齢化が進み、若年層を中心に中大都市部への人口流出が多い状況の中、臼杵市を持続可能で活力あるまちとするためには流
入人口の増加、定住人口の増加を図る必要があります。その実現のため臼杵の魅力や臼杵での暮らしがイメージできる情報発信、定住促進に欠
かせない生活環境の充実や移住者への移住支援、支援体制の充実を図り、移住・定住を促進します。

臼杵市 施策評価シート 評価
担当課

課名

（令和５年度） 地域力創生課

コード Ⅱ-6-11 施策名 「うすき暮らし」の推進

移住者数【累計】
移住相談、移住者居住支援事業
利用実績で把握した移住者数

人

施策の課題
何も施策を実施しない場合、人口減少と少子高齢化はますます深刻となり、地域の衰退が急激に進むと思われます。暮らしやすい地域づくりを
促し定住人口の増加を図るとともに、市外から臼杵に移り住みたいと思われるようなまちの魅力向上と支援事業が必要と考えます。

新規
指標 指標名 指標の説明

指標数値の推移

空き家バンク制度活用による成約件
数【累計】

空き家バンク事業成約実績件数
件

市内の企業や事業所に雇用された移
住者数(年間)

移住者のうち、市内の企業や事
業所に雇用された移住者数(市
内での起業も含む)

人

臼杵とつながり隊登録数【累計】

市外に住む臼杵市出身者や臼杵
に縁のある人による臼杵市を応
援する会員(臼杵つながりネット
ワーク会員)登録数

人

臼杵の体験機会を利用した移住者数
(年間)

「移住希望者体験モニターツ
アー」及び「おためしハウス」を利
用した移住者数

人

領域名 必要度 満足度

見直し領域 2.53 2.10

指標の
進捗状況 概ね順調

指標の分析
移住者数は毎年200名を超す状況で推移しており、各種支援策の成果が出ています。空き家バンク制度
及び当該補助金の充実により成約件数は順調に増加、目標値にも達し、居住環境支援の成果が出ていま
す。多くの方が臼杵とつながり隊に登録し、計画値を大きく上回っています。

指標達成に向け
今後の流れ

移住者に対して市内企業を紹介し、積極的に雇用の場の提供及びあっせんを行います。引き続き、子育て
世帯を対象とした体験メニューとして移住者交流ツアーを実施するとともに、うすき暮らしを実感してい
ただくためにおためしハウスの利用促進を図ります。

向上領域：今後も現状のサービス水準の維持向上が望まれる領域
強化領域：満足度を高めるよう事業の強化が望まれる領域
見直し領域：サービス水準が適正となっているか、見直しが必要な領域
検討領域：施策や事業のあり方や内容の検討が必要な領域

浸透度

83.88%

過去の
調査結果
（領域）

令和３年度 令和４年度 令和５年度

向上領域 見直し領域 見直し領域

満足度

必要度

2.03

1.70

1.80

1.90

2.00

2.10

2.20

2.30

2.30 2.40 2.50 2.60 2.70 2.80

向上領域

強化領域検討領域

見直し領域

2.54

全体平均

全体平均



＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

R４年度
実績

R５年度
実績

進捗状況
今後の
方針

施策への
貢献度

1 40,465 6,675 有 順調 向上
貢献度

大
○

2 2,391 3,614 有 概ね順調 強化
貢献度

中

3 13,547 15,133 有 概ね順調 強化
貢献度

大
○

4 68,443 69,101 有 順調 向上
貢献度

大

5

6

7

8

9

10

124,846 94,523 

＜次年度以降の課題＞

＜担当課評価＞・・・評価者　担当所属長

移住定住促進事業

移住ガイドブックの作成
移住相談・サポート
（移住・定住サポーター制度）
都市部での相談会・フェア出展
オンライン移住説明会
モニターツアー開催
しごと紹介サービス
おためしハウス運営
定住支援員の配置

地域力創生課

地域おこし協力隊

都市部からの人材の受入れ
◆業務内容（一般隊員）
①移住支援と定住促進
②町なか泊と交流の推進
③文化芸術

地域力創生課

事務事業名 事業内容 担当課

事業費（単位：千円）
※人件費含まない 評価シー

ト作成の
有無

課長評価
重点
事項

空き家活用事業補助
金

空き家バンクに登録された物件の成約
時の改修等の補助金

地域力創生課

定住促進事業補助金
移住者に対する移住奨励金・引越費用
等の補助金

地域力創生課

向上
移住定住施策を開始し9年が経過し、2,000人を超す方々に移り住んでいただきました。田舎暮らしの本においても7年連続上位に
ランキングされるなど成果が表れています。引き続き、子育て支援や食など本市の魅力発信・支援制度のPR等を高めていく必要があ
ります。また、移住希望者及び移住者に対するしごと紹介サービス事業を幅広く展開し、市内または県内企業への就職を図るととも
に、本市で生まれ育った子どもの大学進学後のＵターンを促進するために実効性を高めてまいります。

合計
　　※事務事業評価シートは対象となる要件を
　 　　満たした事業のみ作成しています。

人口減少・少子高齢化の傾向を緩やかにするために、移住検討者に対する住まいと仕事の確保・充実が必要であり、定住の強化を図るため、従来の空き家バン
ク制度に加えて、しごと紹介サービス制度を新設し、移住定住施策を総合的に展開する必要がある。

施策の評価　（今後の施策の方向性）
評価の選択肢　○　向上　　・・　現状の通り維持向上する　　　　　　○　強化・・　現状より強化を図る
　　　　　　　　　  ○　見直し　・・　現状を見直し適正化を図る　　　 　○　検討・・　現状の抜本的な検討を行う

担当課評価 評価の理由と次年度以降の取組


